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「長野以北並行在来線基本スキーム案」に対する

パブリックコメントの実施結果について

長野以北並行在来線対策協議会

１ 意見募集期間 平成２３年２月１８日（金）～３月１７日（木）

２ 意見提出件数 ２８件（意見提出者１３名）

３ 御意見の概要

番号 御意見の要旨 協議会の考え方

○ 基 本 方 針

１ この路線は沿線住民にとって生活

路線であり通勤、通学の利用者は多

い。廃止となれば沿線地域は衰退必死

であり、生活そのものに重大な影響を

及ぼすことと考えられる。

長野以北並行在来線は、地域住民の日

常生活に欠かせない交通手段であり、全

国とつながる交通網の一部となってお

り、地域社会・経済の発展に欠かせない

重要な社会基盤であることから、引き続

き存続させなければならないと考えて

おります。

○ 経 営 主 体

２ 並行在来線と新幹線は経営が同じ

でなければ不便であり、ＪＲが引き続

き経営をすべきである。

平成２年の政府・与党の申し合わせに

より北陸新幹線の開業に伴い長野以北

並行在来線はＪＲから経営分離される

ことになっていますが、厳しい経営状況

が見込まれることなどから、ＪＲの関与

も含めた新たな仕組みづくりを国に対

し引き続き要請してまいります。

○ 経 営 区 間

３ 運営区間は、長野・妙高高原とする

よう強く働きかけること。間違って

も、豊野以北とならないように。

長野県内（長野・妙高高原間）につい

て責任を持って並行在来線として運営

する必要があると考えており、ご意見の

内容も踏まえ、今後、ＪＲ東日本と協議

してまいります。
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４ 長野・豊野間は、ＪＲ飯山線車両が

乗入れていること、北長野にＪＲ車両

基地があること、ＪＲからの譲受資産

の取得費用が軽減されることから、経

営区間は、長野・妙高高原間ではなく、

豊野・妙高高原間として欲しい。

長野県内（長野・妙高高原間）につい

て責任を持って並行在来線として運営

する必要があると考えており、今後、Ｊ

Ｒ東日本と協議してまいります。

○ 運 行 計 画

５ 軽井沢・直江津間を各社で相互乗り

入れを実施し、直通列車を運行する。

直通列車については、利用促進を図る

観点からも一つの方策と考えられます

ので、今後、経営主体で検討してまいり

ます。

６ 料金収入と経費バランスから考え

れば値上げは仕方のないことと考え

るが、それに見合うサービスの提供

（通勤通学時間帯の増便、適正なダイ

ヤ編成、駅周辺の整備による誘客、駅

とその周辺を一体的に結ぶ公共交通

アクセスの整備など）が望まれる。

安定した経営を行い、地域住民や観光

客などが利用しやすい鉄道とするため、

利用者のニーズにあわせたダイヤ編成

などについて、今後、経営主体で検討し

てまいります。

７ 長野・直江津間は日中１時間に１

本、朝夕ラッシュ時は長野・妙高高原

間に１時間１本の折り返しが欲しい。

現行の運行本数等を基本に、地域住民

などが利用しやすいダイヤとなるよう、

今後、経営主体で検討してまいります。

○ 施 設・車 両

８ 除雪機、保守管理機器などをＪＲと

共有し、ＪＲ部分を含め計画的な保守

（発注）を行い、経費の節減を図る。

また、輸送量から判断し、不要な複線

区間の単線化を図る。

厳しい経営が見込まれており、効率的

な運行体制の構築により経費削減に取

り組む必要があると考えておりますの

で、ご意見の内容も踏まえ、今後、検討

してまいります。

９ いきいき地域のまちづくりのため、

利用者が見込める北長野・三才間に新

駅の設置が必要。

新駅の設置については、まちづくりの

観点からも、まずは地域において、十分

に検討していただく事が必要と考えて

おります。その上で、利用者の利便性の

向上や利用促進の観点から、地域と経営

主体が一体となって検討していく課題

と考えております。
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10 しなの鉄道の車両は 30 年以上経過

した古い車両であるが、首都圏で走っ

ていた 209 系車両が廃車となっている

ので、しなの鉄道に導入してはどう

か。

長野・直江津間やしなの鉄道の快速

列車に成田エクスプレスの 253 系車両

を導入すべき。

車両の譲受けについては、ご意見の内

容を含めて経営主体で効率的な運行が

できるよう検討を行い、ＪＲ東日本と協

議してまいります。

11 施設を譲り受ける際には、ＪＲの言

い値にならないようにすべき。車両等

も安易に中古を押し付けられること

がないように。

ＪＲ東日本からの資産の譲受けに当

たっては、適正な価格となるようよう協

議してまいります。また、効率的な運行

ができるような車両の導入について、今

後、経営主体で検討してまいります。

○ 収 入・運 賃

12 長野・直江津間を一体運営し、新幹

線に比べて割安な運賃とすれば利用

者が増えると思う。

ダイヤ等の運行計画や運賃について

は、今後、経営主体で検討するとともに、

新潟県と協議してまいります。

13 長野以北区間をしなの鉄道が引き

受けることにより、現行区間の運賃の

値上げが懸念される。

長野以北区間をしなの鉄道が引き受

けることにより、しなの鉄道の経営が圧

迫されない仕組みづくりを検討するこ

ととしております。

14 軽井沢・直江津間の運賃体系を一本

化し、複数の会社を利用する場合に

も、初乗り運賃を二重・三重に支払う

ことをしないようにして欲しい。

ご意見の内容については、詳細な収支

見込み等を踏まえて、今後、経営主体で

検討してまいります。

15 青春 18 切符などＪＲが発売するフ

リー切符を利用できるようにするこ

とや、北信州フリーパスなどしなの鉄

道・ＪＲ東日本・長野電鉄の３社共通

乗り放題切符、海水浴列車などを企画

し、観光目的の利用者を増やす。

また、駅前駐車場を整備しパーク＆

ライドを推進することやノーマイカ

ーデーや平日昼間割引回数券など環

境にやさしい商品を企画することに

より増収を図る。

沿線人口の減少が予想される状況で

は、地域住民の利用だけでなく、観光や

ビジネスでの利用を増やすことが重要

と考えています。

このため、企画切符・企画列車などに

よる運賃収入の増加を図ることについ

て、今後、経営主体で検討してまいりま

す。
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○ 初 期 投 資・資 金

16 ＪＲ東日本からの鉄道資産購入に

あたっては、簿価の１割程度又は無償

で譲渡とするように交渉されたい。

ＪＲ東日本からの資産の譲受けに当

たっては、適正な価格となるよう協議し

てまいります。

17 初期投資費用を軽減し、安定経営を

図るため、ＪＲ東日本からしなの鉄道

への出資を求めるべき。

厳しい経営状況が見込まれており、安

定した経営を図るため、ＪＲの関与も含

めた新たな仕組みづくりを国に対し引

き続き要請してまいります。

18 国に環境税の創設を働きかけ、環境

にやさしい鉄道事業への補助を要望

する。

しなの鉄道をはじめ並行在来線各社

の経営は大変厳しく、長野以北について

も赤字が見込まれる中、これまで国に対

して並行在来線への財政支援などを要

請してきたところですが、今後も引き続

き要請してまいります。

19 平成９年の県と沿線市町村との確認

書では、①県が責任をもって存続を図

る、②市町村に極力財政負担をかけな

いように努力する、③沿線住民の利便

性を確保する、とあるが、沿線自治体

に多額の負担を求めることは納得で

きない。県が全額負担する覚悟でお願

いしたい、そうでなければ、およその

負担割合をこの段階で示すべきであ

る。

平成９年の確認書に基づき、県と沿線

関係市町で長野以北並行在来線対策協

議会を設立し、これまで各種調査を行い

その結果を踏まえ並行在来線基本スキ

ームを検討してきました。

基本スキームでは、県、沿線関係市町、

沿線住民それぞれの役割が示されてお

りますが、平成 23 年度に詳細な収支計

算を行い、経営基本計画（仮称）を策定

する中で、具体的な出資額、投資額、負

担等を検討してまいります。

20 しなの鉄道の経営を圧迫しないよ

う長野以北については、上下分離して

はどうか。また、除雪等の経費につい

ては、道路維持の考え方で、県で負担

する訳にはいかないか。

県が鉄道施設を保有し経営主体が運

行を行う上下分離については、今後の詳

細な収支計算に基づいてその必要性を

検討してまいります。

○ 組 織 体 制

21 しなの鉄道に乗り入れるＪＲ東日

本の 115 系をＪＲに運転してもらう。

北長野、豊野などの駅に若い女性職

員を配置し活性化を図る。

長野以北をワンマン運転にする。

黒姫駅にコンビニを誘致し駅の管

理を委託する。

効率的・機能的な組織体制を構築して

いく中で、ご意見の内容につきまして

も、今後、経営主体で検討してまいりま

す。
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○ 利 用 促 進

22 沿線市町は駅に駐車場を確保し、利

用促進を図って欲しい。

利用者を増やすためには、パーク・ア

ンド・ライドなどにより、車から鉄道へ

の乗換えを進めることが必要であり、そ

のために、まずは沿線市町を中心に地域

住民の皆さまと一緒に検討していただ

く事が必要と考えております。

23 車から鉄道にシフトするためには

無料駐車場を駅に併設して整備する

ことが必要。

利用者を増やすためには、パーク・ア

ンド・ライドなどにより、車から鉄道へ

の乗換えを進めることが必要であり、そ

のために、まずは沿線市町を中心に地域

住民の皆さまと一緒に検討していただ

く事が必要と考えております。

24 経済成長が著しいアジア向けとし

て、英語版ホームページの作成などに

より沿線観光地の妙高、黒姫に来ても

らう。また、国内向けでは国内大手私

鉄と連携したＰＲや長野駅前に集客

施設の誘致を行う。

沿線人口の減少が予想される状況で

は、地域住民の利用だけでなく、観光や

ビジネスでの利用を増やすことが重要

と考えています。

このため、地域と一緒に知恵を絞り、

利用者増による運賃収入の増加や鉄道

と連携した地域活性化を検討してまい

ります。

○ そ の 他

25 篠ノ井・長野間をＪＲ東日本が運行

しているため、軽井沢・妙高高原間の

ダイヤが自由に設定できず、しなの鉄

道の経営悪化の要因となっている。こ

のため、篠ノ井・長野間に新たに路線

を開設することが必要と考える。

篠ノ井・長野間に新規路線を開設する

ことは、長い期間と多額の費用が必要に

なることから困難なものと考えますが、

利便性の向上を図ることは重要ですの

で、ダイヤ設定にあたっては、引き続き

ＪＲ東日本に協力を要請してまいりた

いと考えております。

26 全国で鉄道経営の立直しに成功さ

れた方、民間経営で立直しに成功され

た方に経営を検討してもらい、黒字経

営の見通し案を作成してから、どのよ

うに実行していくか基本スキーム検

討委員会で検討すべきである。

基本スキームは、今後の経営の方向性

を取りまとめたものでありますので、平

成 23 年度に、しなの鉄道の協力を得て

安定的な経営基盤が確立できるよう具

体的な方策を盛り込んだ経営基本計画

（仮称）を策定する中で、必要に応じて

専門家のご意見をいただくことを検討

してまいります。
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27 平成２年の政府・与党の申合わせの

見直しを国に要請していくが、新幹線

開業に間に合わせるために基本スキ

ームを策定すると説明されたが、この

ことが基本スキームに記載がないと

基本スキームだけが先行してしまう

ことになる。基本スキームの位置付け

を国へ要請してもダメだった場合の

前提としていることを記載してほし

い。

基本スキーム案の位置付けは、ご意見

のとおりであり、このことは「はじめに」

の中で明記させていただいております。

28 しなの鉄道の経営にプラスとなる

ので、収益の見込める篠ノ井・長野間

をＪＲから分離すべきである。

篠ノ井・長野間については、総合指令

機能を維持することが必要なことや収

支で年間約 10 億円の赤字が見込まれる

ことから、平成 21 年度に現行どおりし

なの鉄道が乗り入れすることが適当で

あると公表しておりますので、ご理解を

お願いします。


